
220 天界192

干渉計に依る天膿血測

公　　交　　武　彦

　　　　　　　　　　　　　1．ま　＾　が　き

　望遠鏡を通じて見た星像は，星団物を見てみるのでは無く，星の光に依る

口径の廻折環像を見てみるので，この像の分離が大きV・程望遠鏡の分離能

（Resolving　Power）は紡ぎV・．：分離能は理論的には口径のみに關慨するが，

野際にはレンズの性質，特にF敷にも転回がある・其れで望遠鏡の分離能を

更に増大して，天罷の微角を測定する事が考へられる．光の干渉原理を望遠

鏡に鷹用したものが，天世用の干渉計で，之に依れば分離能を2倍醗りに鈴

下する．例へば，封物鏡の直径を1とし，一つの星の廻折像の中心像が他星

の廻折像の第一・暗輪に來るとし，爾星の距離をdとすれば，

　　　　　　d（胃角）＝2．44A／21　sin　1”　　λは星の有敷波長

となり，AO型の星では5600Aをλとすれば，18早早では望遠鏡の分解能

は0，”32となる．所が干物玉の三半の廻折像を考へると，干渉理論のスペン

サ1・ジヨンス（H．spencer　Jones）・の式が適用され

　　　　　　d（凹角）＝λ／21　sin　1”

となり，18吋全部を使用すれば0．”14の分解が可能である．干渉の原理を最

初に星の直径測定に慮用したのはフィゾ1（Fizeau）1868年で，其後1873年ス

テフアン（Stephan）がマルセ1ユ天文壼で，フィゾ1の方法に依り80糎の屈

折望遠鏡を使用して實測を試みたが，0！’2以下の測定は不可能で，結局0．”2

以上の星は無く，最大のものでも之より遙かに小さv・値を持つだろうと結論

した。1890年頃からマイケルソン（A．A．　Michelson）は理論，観測爾方面に

活躍し，極微角の観測に干渉計の使用を述べて，遊星，衛星，二重星等の観

測を主張し，1891年には木星の衛星を観測し光が，一般の恒星には大氣の掻

箇1による誤差を考慮して手を着けてみなかった．所が1919年の9月にヰルソ

ン山で60吋及び100吋の大反射鏡を使用して之を實験し，又ヤ1キス天文豪

でも40吋屈折鏡を使って實測の結果，比較的不良なシ1イングの下でも，見
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事な干渉縞を得る事を知り，叉アンダ1ソン（J．A．　Anderson）は1000寸を使

ってカペラの離角を測定して，ot’．0545を得．而も誤差は僅に1パ】セント

と云ふ見事な結果を得た．停電この望遠鏡では11等級，0，”025迄の微角は正

確に測定されるが，恒星の直樫を測定するには，開口間隔は少くとも10米は

必要である．

　　　　　　　　　　　　2・干渉計の機造，原理

　第1圖に示す様に干渉計は中心に封して甥構的に設けられた2個の開口部を

　　　　　　　　　　　　　　第　　1　圖
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有する遮光板Aを封物玉の焦鮎近くに置き，焦鮎面に作られた干渉縞をE

なる高倍率の接眼子で観測する仕掛になってみる．干渉計杢禮は望遠鏡の軸

の屑りに廻塾して，開口部の中心を結ぶ直線の位置角を攣化する様になって

おり，開ロ自身の聞隔も適當に攣へ（開口板を取換へる），位置角は目盛環に

依って讃取り，同時に分離角も決定される．観測方法にはマイケルソンの方

法もあるが，此庭では現在普通に行はれてるるアンダ】ソンの方法を述べる．

簡軍の爲めに野物鏡の前に開口部があるとする・其の開口連絡線の方向に測

った長さをd，帥ち圓形の開口なれば其の直径をdとし，開口の中心距離を

Dとすれば，焦鮎で見た廻折像の形は開口の形に關係するものであるが，吾

々の問題は開口線の方向に測った長さであるから，これを望遠鏡の焦瓢距離

から見た角αはα＝2Cλ／dで，門形な開口なれば焦鮎面に直径2Cλ／dなる

周折丁輪を生じる．この中心環の光度を1とすれば，光度零なる最初の鮎は

中心からα／2の所に判る．此虚にCは開口の三等で，押形なればC－1，圓

形なればC≒1．22となる．此の際各ぐの廻折像の上には干渉縞が現はれ，（干

渉は同一光源から來た光に依って起るもので，此の檬に装置したのが干渉計
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である），其の方向は開口の中心連結線に直角で，D／λなる間隔に列ぶ．故に

中心廻折像に現はれる縞の激はD／dに關悪し，2CD／dとなる．縞の敷が10

箇以上になると端の方は種々の色が重って白色となり縞は見えなくなる。

　さて干渉計で接近した二重星を観る揚合に角距離をβとすると，β＞2Cλ／d

なれば爾星の廻折像は分離して見え各ミの像に干渉縞が見える．β〈2CA／d

なれば廻折像は互に重なり合って，β＝z／2DEPちβが縞の聞隔の1／2で爾

開口を結ぶ線と，黒星を連ねる線が一致すれば，爾星の縞の明暗部が一致し

て，爾星の光度が等しければ縞は完全に消失し，幾分の光度差がある揚合に

は縞の“　minillum　visibility”が得られる．帥ち干渉計は角距離がλ／2Dなる

爾星を分離すると云ふ事が出理る．一方層層玉の直径がDなる望遠鏡の分

解能はエ22λ／Dであるから，干渉計は望遠鏡に比べて2倍飴の分解能を持つ

と云ふ事が出來る．爾特に注意を要する事は角距離が2／2Dよりも遙かに小

なる揚合にも可能で，Deを干渉縞の消失するDの最小値としてD。＝＝DcosO

とすると，二重星の位置角と回雪の連絡線の一致する所では縞は清聴せす，

±θ怠け廻韓さすと縞が滑え，更に180。±θの所でも同じ現象が現れ，都合

一廻韓に忙して4同の滑雨月はmininum　visibilityがある．この4個の位置角

とDの値からD。及び重星の位置角が分る．第2圖を参照せられよ．

　　　　　　　　　　　　　3．観　測方法

　二重星の観測方法は至極簡輩で，干渉縞の光度極小個所を夫々θi，θ2，

θ】十180。，θ2十180。とすれば，二重星の位置角はθ＝1／2（θ】＋θ2），或は

1／2（θ】＋θ2＋180。）で與へられる。時としては縞の光度極大から求める指骨も

ある・距離は，二重星の位置角θと干渉縞の消失或は最小光度を示す時の角

度の差とすればdntd’／cosξで與へられる．ξに封してはcosξの攣化が急激

で縞の光度極小の時が望ましく，從ってξ＝30。～50。が適當である．

　註・位置角とは伜星の主星に封ずる位置を示すもので，北から計って東廻りに雨星を

　　連ねる線迄の角度である．

　星の直径測定も同様の理由で開口聞隔を増減して，干渉縞の最も暗くなる

開口間隔から星の直径がkλ／Dで與へられる．此虚でkは星面の見かけの

光度分布で定る常数で，圓形で均等の光度分布なればk＝1．22で，太陽と同
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檬の分布法則であればk＝・1．33となる・

　　　　　　　　　　　　　　第　　2　圖

　　　　　　“Minimum　visibilitア，’1（於ける星と縞の關係を示す
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　　　　　　　　　　　　　　　干渉縞

　　　　　　　　　　　4．恒星の直脛の測定

昔は星の直径を相當大きく考へてるた．例へば

“Zigzag　Et－fect”

丁丁野守讐踏糖糠．搬一躍
〃　　　　　” 〃　　　　’ノ

1 480ノ！ 120” 600” 60” 13．7－16．7 5．1－6．6

2 360 goo 330 40 6” 7．9－12．3 4．5”

3 240 650 24（｝ 30 5 7．o” 3．8

4 180 450 180 20 4 6．2 3．2

5 120 300 120 10 3 53 2．5

6 60 20。 60 5 2 4．4 2．0

．

であるが，望遠鏡の嚢達に從ひ漸次其の値は小さくなり，大艦次表に示す様

な礎牝を辿ってみる．

人名　Authority シリウスの直径

一 Albategnius 45”

Klepler （240）

Galilei 5．3

Van　den　Hove 10

Riccioli 18

Hewelke 6．57

J．Cassini 5

MichelI 0．01

W．Hersche1
ぐ℃．01　、

現在Actual　Value 0．0053

　1868年にフィゾ1が干渉

計の鷹用を唱へて後，マイ

ケルソンに至って漸やく数

個ながらも正確な直径を測

定した．現在製作中の200

吋鏡完成の曉には，更に星

数も増加する事が考へられ

る．100吋鏡に備へた干渉

計は，直径約150粍の李面

鏡M！，M，，　M，，　M、を筒先に取付け，最大距離6米のM1，　M、から來る光
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が焦難距離40．84米のカセグラン式望遠鏡の一回目結像し，干渉縞の聞隔は

O．02mmで1600倍の下に樂々観測が出來た．　M、，　M4を壌減して縞を漕す仕

掛で，其の聞隔に一定の制限がある爲めに測り得た星数は少V・が，理論と観

測とは好く一致する事を示してみる，三三中（）は分離不足で確かでない

ものを示す，

星 名 直 径 視
　　　
差・ P實直穫（軍位太陽）

ct　Orionis

a　Bootis

ct　Scorpii

o　Ceti

ct　Herculis

ct　Tauri

P　Pegasi

T　Andromedae

ct　Arietis

　　ダ

0．047

0．022

0．040

0．056

0．1）21

0．020

0．021

（0・014）

（0・011）

ノダ

0．011

0．090

0．026

0．010

0．007

0，060

0．02⑪

0．0エ0

0．04（）

460＠

　26

160

600

320

　3e）

110

（150）

（30）

　　　　　　　　　　　　　5．＝＝重星の観測

　其後干渉計の使用は漸次増加し，マ1リル（Merrill）は100吋鏡を使用して

位置角で1。以内の誤差，距離で0！0007迄の正確度を獲表した・又伊太利

のマダニは木星の衛星の形，連星の軌道等に就v・て研究し，又比較的小口径

の望遠鏡でも十分の成果を得る事を讃明した・現在干渉計を使用してみる天

文憂にはリック，ヤ1キス，巴里，ス1・ラスブルグ，カタニや等があるが，

1933年から南阿のコ・ニオン天文憂のフィンゼン（W．S．　Finsen）は26．5吋の屈

折望遽鏡に干渉計をつけて二二し，測微尺に依る方法と比較獲表してみるが，

極微の角では測微呆で不可能のものでも樂に観測出來たと述べてみる．この

器械では遮光板上の光束の直穫は18粍で，4種のスリッ1・を使用してみる・

帥ち

細隙 細隙の巾 細隙間の距離 分　離　度
細隙常敷（k漏i辺　　　x）

〃

1 1．5mln ・生3m司 15．8mm 0．096　、

2 2．2 12．8 15．0 0，101

3 2．4 10．8 13．2

　　　・λ銅5370A，　AO型0，115

4
㎜

9．6 12．0 0．127’
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　　　第　　5　圖

a，bはヰルソンの使用した開口
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Y軸は開口の連絡線これに直角に見えるが干渉縞

中心廻折像を示す・形歌は開口の形に從って異る・
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　叉近頃フラワ1天文奈でヰルソン氏は，18吋の屈折鏡に干渉計をつけて，

0．”1乃至0．”6光度7．5等迄の星の槻測に成功してみる．細隙（開口）の形歌，

干渉縞の見取圖等は第3圖三野．槻測結果を測」微尺によるものと比較すれば，

星．　　名

ADS　102

　　434
　　49，　0

　1］

　　520

　　784

　　940

　7780

　eJ
　S804
　8987
　9301

P
l
　Date

時… 位置角の差

　AP
32．619

31．72

33．89

34．96

32．878

34．210

33．25

34．236

35．414

35．261

．oC4．53

34．46

一　Of5

　12．5

　8．4

－20．3

一　3．or

28．7

　］．9．

　7．4

　0．4

　8．8

　L3
　2．6

距離の差

　Ad
　ノノ

　0．00

　0。06

　0．03

　0．01

－0．Ol

－0．04

－0．07

　0．12

　0．00

－0．04

　0．08

　0．07

望遠鏡の口裡

40吋
8

36

，0D6

26：　r’0

40

36

40

コ8

］8

36

36

槻　　測　　者

Van　Biesbreeck

Philipg．

Aitken

　71
Van　den　Bog，

V｛n　Biesbroeck

Aitlcen

Van　Biesbroeck

Wilson

　））

Aitken

　7）

　　　　　　　　　上表は干渉計と測微尺に依る差を示す

　上表で△pの値の比較的大きいのは，極微角の二重星観測では測微尺に依

る揚合でも誤差は胡弓に大で観測困難に起因すると考へられるが，又同時に

干渉計では光度差の旧きV・時と光度の低い星には相當の誤差は止むを得な

い．

　以上の結果から見て二重星に干渉計の舶用は，12吋級の望遠鏡にも可能で，

又設備の至極二二な事より見ても，我國の熱心家は試みられても興味ある問

題であろう。但し，反射望遠鏡にはマイケルソンの試みた檬な2個の開口部

に相回する李面鏡が必要で實際小型望遠鏡には推奨出來なv・，（3四日）
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